
レイザ-､ヨナ･

)ツク､ドミニク

_t　カティア･グ正レロ､ハム

･1･ド7､カ-ルステ

ン.ピン)､ピエール.ユイ

ラー､黄永秘(ホア

､イチハラヒロヨ

足立　方法.壬義山軍手uの起草に立ち会ったのが二〇〇〇年の/月/日ですから､二〇〇一年一月一日にまるl年ということになります｡この一
年間は､起草者である中ザワさんの批判はするまいと私は決めていました｡中ザワ　前もってそれは伺っております｡足立さんの指摘を待つまでもなく､解決自体が不可能､より正確にいえば解決しようとすること自体に正当性が兄いだせないまま､それでも状況に対する一種の政治として敢行したある種の解決法の呈示が方法主義宣言でした｡松井　ただ､宣言せざるをえない状況があったことは確かで､それは一年たとうとするいまでも変わりません｡さらに､政治行為とは片づけきれない正義が宣言には含まれています｡足立　正義を倫理といい直すとして､もちろんそれには同意します｡だからこそ起草に立ち会いもしたわけです｡二十世紀最後の一年間'私
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･方法鼎談2000｣のり竃㌫蒜TEOS.警i]#ofE(]二

辛(正rとIyt:

l臥笠原恵実子､ウイTjアム･ケン7･リッジ､

E

ジュン.ガ､草間衛生､カン･ソウォン､

リデル､ア-ナウトミック､村岡三郎､滞りエ

暮･ノイデカ-､ジュン･グエン･ハツシバ､ヲダ･マ

ナノリ､沖啓介､オノ･ヨーコ､ガザリエル･オロス

･コ､小沢剛､アレクサンドラ･ラチ一､ナウイン･ラ
l

【ンチャイタン､ジェイソン.ロ_ズ､ピピ｡ツテ

I'リスト､塩田千春､アンドレアス.スロミンスキ

ー曽根裕､杉本博司､束芋､フイオナ･タン､リ

;タりットティラヴァニヤ､ロ-ル･ティシエ､刀根

｣帆椿昇十室井尚､都築響-､ウ-リ･ツアイグ､

転ルジオ･ヴェガ､マ13ケ･フアン･ワ-メルダム､

Pランッ･ウェスト､ クシュトフ･ウデイチコ､ケT)

I.ゥィン･エヴァンス､やなぎみわ､張酎ジャ

最終的には約100名のア-示才又もが参加

後援-外務省､

会期-2001年9月2日(日)～11月11

会場-バシフイコ横浜展示ホール､赤レン

休場日-9月11日(火)､ 25日(火)､ 10月9日(火)､ 23日(火)

開場時間-年前10時～午後6時(金曜日は午後8時まで)

入場料(当日券) -一般2000円､大･専生1500円､

/ト中･嵩生500円など

●チかソトは会期中2日間有効(連続しない日も可)o

●前売り券は2001年7月1日(日)～9月1日(土)～

チケットぴあなどの各プレイガイドで発売予定｡

[問い合わせ] NTTハローダイヤル: 0313272-8600

[ホームページ] http://www.jpf.go.jp/yt2001/

☆特別先行前売り券あり､詳細は166ページをご覧ください
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が自らに禁じたのは､たんに気づいたことを述べること｡新たな解決法の呈示ではありません｡中ザワ　しかし､それを述べることによって方法主義自体の構図､ポーズが危うくなる｡危険の回避が理由なら'足立さんの部分的沈黙もまた政治だったわけですね｡松井　本題に入るとしましょう｡われわれが鼎談を行なうのは八月の週刊｢図書新聞｣に引き続き､これが二度目です｡前回､方法主義の倫理と構図については言葉を尽くしました｡今回は倫理と構図が自明とせざるをえなかったなにものかについて語りましょう｡足立　それは反復が惹起するロマン主義的アイロニーです｡私たちの機関誌『方法』罵言万に､方法主義は本質的に反復であると私は書きました｡無論この場合の反復とは､制作技法としての反復のことではあり

★-

ません｡中ザワ　同一平面上における反複､AがAであるという同語反復のこと功しすね｡･'%井　同/平面にない神や君主の

死と引き換えに生起した反復､諸学諸芸に普遍した還元主義という反復のことですね｡足立　まったくそのとおりです｡そして私が指摘したいのはその先です｡つまり､方法主義で規定されている平面上の反復が､不可避的に時間軸上の反復も招いてしまうこと｡そして時間軸上の反復において顕著にアイロニーが現われていること｡中ザワ　ちょっと待ってください｡平面上の反復が時間軸上の反復を招くとは､AがAであるというまさにそのときに､異なる時間を含んでいる--時間を異にすることによって初めてAはAであるといえる--ということでしょうか｡ある詩人はその観点から､国文は存在しない

★2

といいましたが｡松井　私はそう思います｡同語反復は形式的には回文の一種でしょうが､その承認は､同一平面からはなしえません｡時間軸への受肉の操作が必須でしょう｡足立　そうですね｡ただしそれは､事後的にその都度なされるべきであっ一て､けっして先験的になされるベ

方法絵画､方法詩､方法音楽(方法主義宣言)
二十世紀の諸学諸芸に民主主義体制の結果として林立した同語反復は'形

式ではなく方法への還元によって､再び単1原理として語られ始めなければならない｡同語反復が意味する無意味は感覚主義や衆愚の口実とはならず'むしろその権威化には禁欲と戒律が要請される｡

方法絵画は､偶然と即興を禁じて方法自体に重ね合わされた色彩平面であ

る｡ただし､快楽に直結する実際の色彩は'周到に他の物質に置換されることもある｡

方法詩は､私情と没入を禁じて方法自体と化した文字列である｡ただし'拝
情を叙事する実際の文字は､周到に他の記号に代替されることもある｡

方法音楽は'表情と速度を禁じて方法自体が具現した振動時間である｡ただ

し'愛欲を加減する実際の振動は'周到に他の事象で代用されることもある｡
これらの方法芸術は三方ではそれぞれの形式が依拠する伝統に回帰しっつ'

他方では単1原理を同時代的に唱和する.われわれ方法主義者は､放縦と怠惰を学芸にもたらした自由と平等を懐疑し､倫理としての論理を復権する｡補遺一

篠原資明は'十年ほど前から自作を方法詩と呼んでいる｡氏の活動に敬意を表しっつ､

同語を拡大･再解釈して用いる｡補遺二
本宣言に対する賛同者は､｢賛同　氏名(肩書)｣と末尾に書き加えた上で'自己の責任

によって､知人に転送して構わない｡部分的賛同者'非賛同者も同様である｡もちろん､氏名を追加せずに転送したければ､それでもよい｡西暦二千年(平成十二年二月1日

起草起草立AfJ唾草も止4Fl

中ザワヒデキへ美術家)松井　筏へ詩人)
h屯1吐智美へ音楽家)

一七戦軍部西暦2000年1月1日､電子メ-ル約1 000通と賀状約1 000通､ならびにホームページで発表された0
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上-縦三七横七五の異種画素配置第-番2000 CG

提供-佐野画廊

左一異種画素配置第九番(パンフ･ Eメールゼース第四番) 2CO:

電子メール

てI藁: LIa､=_Z-alt三~- ∴-ILt
展｡

1 963年新潟空だ.･n.S

三五日三五昆各の盤上布石絵画第

三番1999 (写真はNCAF2000

でのインスタレーション)画鋲､

壁(インスタレーション)

提供-佐野画廊

Date Fr1 17　Ⅳov　2000 17 17 17　-0700

Frozh mkaEaVa触loalD CO ]p (Hldeki Fakazava)

SubつeCt BanfE em811 pleCe l寸0　4

m批C｡sr調批C｡加29Bc｡ArFCallsr2831m2811m13EmmauBrFe由19BrFe17cr恥Fet7oBr知37m⊥9Fe喝配19恥se馳41加43m5823知5723slmc｡ArSemnAF,.mSC3147由crzrTIsrcrp311329pcTIcrzrFe⊥7由p.31⊥7oc23Yznpd37slzns｡37NLE'S｡鞄m⊥9sGe23yNn723sNn知托｡由crBrFem⊥9NeS｡晦mBr加37NiBr加17m⊥9Fe170⊥gyym41Ge23m11加AFL.41C｡43semGe血sems23FL.mEJ,731TIsR;zr17ocrpFe由crzr31に｡cD.31m由pcn13cE...mzn如37sizns7E3znpdGe23ys｡372351zn的E=..SLDsca批C｡43secTl132Uq}TIsr29抽出1329camc｡加ca⊥1C｡A3品sc｡ArmS7ArF41Ge23semGe23sl血Ln43知血mc3⊥･<CFLJ巾･OCPJlC S CN3T 2 P3一T⊥z FLJVu･A c23slzn知GesLL)S｡晦23m馳37mY知和肌ま9mGe23yzn4ca批Tl132911C｡⊥3加Bc｡43調BmAr知8⊥1C｡29m31Tl知和mlゥBrFe3ユ9恥Fe1719BrFe加由対｡甘｡⊥7由crso37mmB3TICPl152N3AcpF⊥CDJC10N3E･ACm弘zns｡鞄mznpd37mESSGe23sls｡723V,..LL'3723YznsB⊥1C｡Ar29m843semTl⊥3門83113B｡CallTi29ca批C｡sHASt9恥Fe由m加Fem19批S｡地肌加he叫319heH.E=..19BrhmLnGe∽mllGecdTuc｡Ar知mZAFL.mS加sem41623sLL)S7yzn知Ge23zn如町2351pd37myNn37R..⊥9NnS｡a　　⊥3e r⊥　r9　df0398139]=r 0 e a ど 0 どCUTIFqXEISNCC12C112EEECSCXCA町319恥知>.119加FeS19NeFeエフmBrFeH｡由mFe⊥7由cr.E.どA.払112Arm41C｡Ar知sGe如,,.mGeCdsem41日TmSGH10CPJ⊥ACN30CP3TcN3V.SPLJ3EISZ

DlHerent-plXel arrarqenent Jqo 9 (Banif enall piece Ⅳ0 4)

Eldekl Nakazawa (http //- aloalo coコP/nakazaⅦ/)
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中ザワヒデキ　http://ww.a]oaF.co.jpJnakazawaJ



さではありません｡なぜなら時間軸上の反復が先験的に把握されるやいなや､主体が未来を､歴史を語ることに､ひいては歴史を終蔦させることになるからです｡中ザワ　さきほどいわれたロマン主義的アイロニーとは､いまいわれた､主体が未来を先験的に把握することであるわけですか-　たしかにロマン主義は彼岸への限りなさ接近であり､失われた主客合一への憧憶です｡松井　ドイツ･ロマン派を引きましょう｡到達しえない無限の彼岸を希
鼎

読

求しっづける行為主体が､天才として､すべての有限的事物を超越する気分をいだく｡ここから反転して現われる主体の肯定性が､ロマン主義的アイロニー(反語)ですね｡足立　中ザワさんの方法主義宣言でも､反復への固執を戒律とすることによって､ロマン主義的アイロニーが導かれてしまっていますPいくら同語反復がその平面内で無意味でも､時間軸上において主体が反語的に肯定されてしまう経路は開け放たれたままなのです｡中ザワ　なるほど､足立さんのおっしゃることはよくわかりました｡じつは私も､方法などの語によって自らに戒律を課しっづけることじたいが快楽--しかも極上のタイプの快楽--を惹起してしまうことに関しては､いかんともしがたいと当初から感じていたのです｡松井　知っています｡戒律が惹起する快楽は､反復が惹起する自己肯定性の､現象面といえなくもないでしょう｡そこに関する苦渋が､宣言前に見せていただいた草稿には含まれていましたね｡

足立　われわれがあの〓又はなくてもいいのではないかと感想を述べたのは､あえて宣言を明快に打ち出すことのほうに､より意義を感じたからです｡中ザワ　そうです｡そう理解して､私自身の意志のもと､苦渋的自己言及部分は宣言文から除外して発表しました｡松井　ところでアイロニーといえば､ソクラテス的アイロニーも同構図といえるでしょうね｡足立　同語反復は｢無知｣である｡しかしそのことを｢知っている｣といった瞬間､そう承認する主体が肯定されてしまう点において同様ですP中ザワ　歴史化された堂々巡りに､結局われわれもかかずらっているのだと私は考えます｡そして､にもかかわらず状況に対して提言はしなければならない､とも｡松井　そのため､われわれが方法主義宣言でとったポーズは､｢ふり｣でした｡同一平面での反復についてしか述べず､時間軸の反復についてはあたかも知らないように振る舞うこと｡現象面にもいては､快楽の禁止

についてしか述べず'戒律こそ快楽であることについてはあたかも知ら

★3

ないように振る舞うこと｡足立･中ザワ･横井　そう､それが
｢ふり｣だったことを､われわれはい

ま､このようにして明らかにするわけです｡ニ　　ー　　コギトの正否足立　さて､先ほど私は反復の承認は事後的にその都度なされるべきであり､先験的になされるべきではないといいました｡中ザワ　反復の承認を事後に限り､あらゆる先験性を排除するならば､言葉の権能はかなり限定されるでしょーつ｡松井　言葉は反復にのみ使われるということになりますね｡それは言葉の凡庸さをあえて引き受けることといえそうでbo足立　そうです｡別のいい方をするなら､反復は決して架橋されてはならない｡遮断されなければならず､もはやそれは｢主義｣とはいえない｡中ザワ　はいoここまでひとと･qり足)吐さんの.9.gを整開していただいLJ
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十三の階梯都夜路虚悲梅味飯安静視等幣荷飼野結孤哀紀聞閉岐所延緬者亦各点非毎未反買余且寺敵何可予苦瓜衣己呂才支戸壬爾-ちの形のやまがそびえている形のほそいいとすじをまきたばねた形のこどもがりょうてをうごかす形のかみにそなえておめにかける意のしょこうのいるところの意のせいりされたこうちじゆうきょちの意のあつめたよいこくもつの意のまえかけの形のろうじんがつえをつく形のあしがでぐちからでるの意のひがくれてつきがあらわれようとするときの意のひざとあしくびの形

の　の

里　子

の　の

食　反

の　の　の　の

野　ノ　荷　何　州

の　の　の　の

の　の

巾　敵

の　の

長　爾

の　の

出　貫

の　の

夕　亦

飯　ヒ　悲

の　の　の

幣　へ　閑

の　の　の

爾　ミ　味

の　の　の

責　メ　梅

の　の　の

夜　ヨ　飴

の　の　の　の　の

足　各　路　口　閤

口　衣　哀

の　の

山　支　岐

の　の

糸　吉　結

の　の

子　瓜　孤

の　の

示　且　祖

の　の

邑　者　都

エ　延

の　の　の

キ　紀

の　の　の

ケ　飼

の　の　の

コ　虚

の　の　の

ソ　所

の　の　の

ト　等

壬　む

の

己　糸

の

可　食

の

点　丘
の

戸　斤
の

寺　竹

なが-ゆ-事のほそいいとすじをまきたばねた形のあつめたよいこ-もつの意のいっせつによもがたか-ちゆうおうが-ぽんだやまの形のおおきなおのできをきった形のいっせつにささたけの形のくさの意のせいしんかつどうのもととかんがえられてるしんぞうの形のにまいのとびらをしめた形の-ちの形のたちきの形のあつめたよいこ-もつの意のにまいのとびらをしめた形者亦各

反買

且　赦予苦瓜衣

支

爾都夜路

飯責

祖　幣野結孤哀

岐

調



ところで､私には質問があります｡松井　｢足立さんの論｣というほど個人的でなく､普遍性のある論旨と思って聞いておりましたが､どうぞお続けください｡足立　想像すると､どうして主体が歴史や未来を語ってはいけないのかというようなご質問でしょうが｡中ザワ　多分そこに行き着く話だと思いますが'順を追うと､ロマン主義的アイロ二-を禁忌ととらえるか､仕方ないと放置するかの話です･ 0松井　中ザワさんの先ほどの言葉だと､｢いかんともしがたい｣でしたね｡足立　｢いかんともしがたい｣だと､表向きの苦渋を隠れ蓑に､さらなるアイロニーによって表現主体をまたもや肯定してしまっているではないですか｡その主体の肯定性こそモダニズムを､資本主義を肯定してきたものなのです｡中ザワ　現代思想の潮流が､モダニズムや資本主義を肯定してきた主体､すなわちコギトの否定に躍起になっていることは'いちおうは知っているつもりですP逆にいえば､その現
代爵感の謝弟に経国を埠付目かけて

いるのです｡松井　つまり中ザワさんは､足立さんの論を､コギトを否定してきた現代思想の一典型とみたうえで､質問しているわけですね｡足立　そういうことであるならば､いわれるとおり､私の立場である唯物論にしても､それが唯一の正義であるという論理付けはなしえません｡ただ'いわれなき神や君主に権威が帰属するよりも'唯物論の方が､まだしも正当性をもちうる可能性があるとは思っています｡中ザワ　私はべつに唯物論に反対はしませんが､真の唯物論は精神の存在の否定さえ行なわない､つまり関知しないと考えます℃すなわち意図的に狭義に解釈されない限り､唯物論は対極的な権威主義を肯定するものではもちろんないと同時に､その否定という結論をただちに演緯するものでもない｡松井　ロマン主義的アイロニーによって主体は論理的に肯定され､コギトが生起しまboその生起したコギトに論理的正義がないと同様､そのコギトの否定に･も論理的正義はない

ということですね｡足立　そういう意味では'私の｢反復の遮断｣は正義の呈示でなく､論理的に可能なひとつの方策ではあります｡｢主義でない｣とはそういう意味です｡中ザワ　ええ｡少なくとも､足立さんがいわれていることに論理的確痕がないことはわかります｡松井　しかし中ザワさんがいいたいことは､モダニズムや資本主義､さらにはそれらを成立せしめた形而上学や権威主義も､論理的に否定しえないひとつの方策ということになるはずだということではないですか｡足立　知っています｡われわれ三人が非公式に会うと､いつもそこで意見が食い違うD今日は､それも明らかにする日かもしれません｡折しもドイツは夜の八時｡リハーサル後のビールが美味しいひとときです｡中ザワ　こちらカナダは昼の十一一時｡氷った湖でスケートしました｡暖を採ろうと､紅茶にブランデーを落としたところです｡松井　日本は未明の午前四時｡先ほどまで鍋を囲んで飲んでいました

が､もう一杯くらいお付き合いしますよ｡足立･中ザワ･松井　では､乾杯-A
]ILI批判と擁護

足立　宣言を読む限り方法主義者はモダニストなので､私も一年ちかく､モダニストの｢ふり｣をしてきました｡中ザワ　起草者であることも大きいですが､私は以前からアンチ･ポストモダニストとしてモダニストを自称しています｡松井　三人のなかではイデオロギー的に私が一番｢右｣だと思います｡足立　ポストモダニズムが惹起した相対主義的､快楽主義的､多様式主義的状況に対して､なんらかの提言をしようというのは理解します｡それどころか､そのような状況が生み出すソフトな抑圧に対して私自身批判的である､それゆえ方法主義に荷担したわけです｡その際'｢論理に従う｣といういい回しが出てくるのも､致し方ないかもしれません｡中ザワ　しかし､だからといって､ア
､ノチ･ポI<ーJjJダJJf<んがヱての.まま辛､
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方法音楽第8番その1作曲:足立智美(2000)

左右

左右

方法音楽第8番その2　作曲:足立智美(2000)

左右

右左

これは楽譜である｡

いかなる方向に読まれてもよい｡

演奏者の人数､演奏の持続時間は任意である｡

いかなる発音体を用いても用いなくてもよい｡

作品の著作権は放棄しないが､

タイトル及び作曲者名を告知の上であれば､自由に演奏してよい｡

できれば作曲者にその旨連絡することが望まれる｡

Copyright　◎2000 ADACHI TOMOMI



ダニズムに直結はしないだろう｡と､こういわれたいわけでしょうか?枚井　目に余るポストモダニズム的状況を前に､そのままモダニズムに直結させるくらいのことはして構わないのだと思います｡足立　そここそ倫理の問題です｡ポストモダニズムの否定はいいとして､モダニズムでない場所に帰ってくることはなんとかできないだろうか｡たしかにモダニズムの批判は､モダニズム内部の言葉ではできないことではあるのですが､そこを安易に帰らないという倫理が私はほしい｡私は相対主義の抑圧に比べれば､論理や権威の暴力の方を好みますP Lかしまた､相対主義のあとに権威主義に帰るしかないという考えにも同調しかねるのです｡中ザワ　権威主義に帰るしかないという考えに同調しないといういい方は締寮ですし結構です｡が､それ以前に､権威主義に帰ることをよしとしないということが倫理として策定されていることこそ､私がここで間
藤視しているものです｡つまり､なぜに樟威主義埠判か､いつのまにか

正義のような顔をして立ち現われているのでしょうか｡松井　現状批判がモダニズム批判として現われることは､それこそロマン主義､象徴主義'シュルレアリスム'ポストモダニズムの系譜でioPそれらをまとめてある種の権威主義批判といってもいいでしょう｡だからこそ主体が肯定され権威と化してしまうロマン主義的アイロニーがアイロニーと呼ばれるのです｡足立　ではお尋ねしますが､方法主義宣言を中ザワさんが出された理由は現状批判のためではないのですか-　そこで問題にされている現状とは､まったくモダニズムと資本主義の結果なのではないでしょうが?中ザワ一義的にはポストモダニズムの結果だと考えます｡松井　しかし宣言文からは､民主主義体制と資本主義こそが､現在の放縦と怠惰を生んだというふうに読めます℃もちろん民主主義体制と資本主義はポストモダニズムを支えてはいますが'むしろモダニズムの原理として登場したものと考えるほう
.か理にかなっていまbo

足立　少なくともポストモダニズムは'それがモダニズム批判でしかなかったとすれば､よくいわれるようにそれもモダニズムの一種､モダニズムの延命装置としてはたらくわけです｡中ザワ　では逆に聞くと､足立さんはモダニズム批判のためにモダニストの｢ふり｣をする方法主義に荷担､部分的にであれ賛同したということでしょうか｡椴井　先ほど､相対主義の抑圧に比べれば､論理や権威の暴力の方を好むといわれましたが､好みが変われば結論も変わるのでしょうが｡足立　そうです･｡その程度の理由です℃それを公言しないまま一年近く耐えてきた､それをいま明らかにしているわけではないですか｡中ザワ　なるほど｡やはり'初めから立ち位置が遣っていたわけですね｡私が論理をもち出したのは､古典的モダニズムへの復古主義としてでもあったわけです｡松井　いまようや-明らかになったことがあります｡方法主義は足立さんにとっては止惟威･王義批判としての

ロマン主義的要素をもともと学んでおり､だからこそロマン主義的アイロニーの惹起を問題視した｡足立　しかし中ザワさんにとっては権威主義擁護の新古典主義的要素をもともと学んでおり､だからこそロマン主義的アイロニーの惹起を問題視する態度を問題視した｡中ザワ　では松井さんにとっての方法主義はどうなのでしょうか｡先ほど｢右｣との自覚を言われましたが｡松井　ひたすら方法的にお答えするとするなら'ロマン主義的アイロニーの惹起を問題視する態度を問題視する態度を問題視するということでしょうね｡　　　　　　　　　凪★11-部のミニマリズム芸術が'実際の反復を主要な制作技法としたことについて述べているわけではない｡★2　-　建畠哲がかつて語った言葉｡★3　-　林卓行は別の観点から｢ふるまい｣を指摘している｡(『武蔵野美術』No.166/
2000春号･季評)

本鼎談は二〇〇〇年十一月､ドイツで演奏旅行中の足立智美と､カナダでアーティストインレジデンス中の中ザワヒデキと､日本で詩作中の松井茂の間で､電子メールによって行なわれた｡｢方法主義宣言｣や無料配信･機関誌『方法もは､つぎのサイー奉鞠｡
htrpr/wwwaloafocoJp/nakazawa/houhoLJ/
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